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ファミリーレストラン、喫茶、西洋料理など 

国内の外食産業市場８分野６６業態を調査 
 

―２０１４年市場見込（２０１３年比）― 

■ファミリーレストラン １兆３，１５８億円（０．８％増） ―規模の大きい標準型ＦＲが好調、拡大をけん引 

●コーヒーショップ ３，６６６億円（３．６％増）  ―低価格型は苦戦するも、高価格型の成長が続く 

●ワイン酒場 １，５４５億円（６．３％増）  ―店舗数の増加による拡大の一方で、競争が激化 

 

総合マーケティングビジネスの株式会社富士経済（東京都中央区日本橋小伝馬町 社長 清口 正夫 

03-3664-5811）は、国内１４分野１３１業態の外食市場の調査、外食企業の事例研究、外食産業の都道府県

別マーケットポテンシャルの分析などを行い、その結果を４回に亘り報告する。第２回となる今回は、ファミリー

レストラン（ＦＲ）、喫茶、西洋料理、日本料理、東洋料理、エスニック料理、給食、宿泊宴会場の８分野６６業

態の外食市場について調査を実施し、その結果を報告書「外食産業マーケティング便覧２０１４ Ｎｏ.２」にまと

めた。  

今後、外食産業の総合研究や外食企業の事例研究などを「同 Ｎｏ.３」、外食産業の都道府県別マーケット

ポテンシャルなどを「同 Ｎｏ.４」にまとめる。 

 

＜調査結果の概要＞ 

■今回対象とした８分野の市場動向 

 ２０１３年 前年比 ２０１４年見込 前年比 

ファミリーレストラン  １兆３，０６０億円 １００．５％ １兆３，１５８億円 １００．８％

喫茶  １兆４，１０４億円 １００．２％ １兆４，１６４億円 １００．４％

西洋料理    ７，４８４億円 １０１．３％ ７，５９８億円 １０１．５％

日本料理 ２兆６，９２２億円 ９８．７％ ２兆６，５９４億円 ９８．８％

東洋料理 １兆２，７７３億円 ９９．６％ １兆２，７４１億円 ９９．７％

エスニック料理 １，００７億円 ９３．２％ ９５５億円 ９４．８％

給食 ３兆８，６７５億円 １００．０％ ３兆８，７４６億円 １００．２％

宿泊宴会場 ３兆７，７８０億円 ９９．４％ ３兆７，５９２億円 ９９．５％

＜ファミリーレストラン＞ 

２０１３年は、店舗の改装やＱＳＣ（品質・サービス・清潔さ）の向上などの既存店の強化に加え、客単価の上

昇を図り品質を訴求した高価格メニューの投入が各業態でみられたことが功を奏し前年比０．５％増の１兆３，

０６０億円となった。特に標準型ＦＲで高級ステーキメニューやフォアグラ、トリュフなどの高価格メニューが集客

にも貢献し、市場をけん引した。２０１４年は、既存店強化を重視する標準型ＦＲの市場拡大に加え、食べ放題

サービスが好評の和風ＦＲやステーキ・ハンバーグＦＲ、また上位チェーンが積極的に出店を進める低価格型Ｆ

Ｒ、イタリアＦＲ、チャンポンＦＲが好調で、前年比０．８％増の１兆３，１５８億円が見込まれる。 

＜喫茶＞ 

 ２０１３年は、高価格型コーヒーショップが上位チェーンを中心とした積極的な出店により好調であったのに

加え、ロードサイド型喫茶店・コーヒー専門店の店舗数の大幅な増加、また一部の上位チェーンがけん引した

ジューススタンドの市場拡大により、前年比０．２％増の１兆４，１０４億円となった。２０１４年もそれらの業態が

けん引することで、前年比０．４％増の１兆４，１６４億円が見込まれる。 

＜西洋料理＞ 

２０１３年は、景気回復を背景に市場を拡大させた業態が多く、前年比１．３％増の７，４８４億円となった。

特に規模の大きいイタリア料理とフランス料理が、高級業態の法人需要の増加や、イタリアンバール、フレンチ

バルなどのワイン酒場業態の盛り上がりにより好調であった。また、オイスターバーは出店が加速しており、今
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後も拡大が期待される。 

＜日本料理＞ 

 ２０１３年は、同じ和風メニューを低価格で提供するファストフードやＦＲ、量販店やＣＶＳの中食惣菜といった

他業態との競合激化により、各業態で売上が低迷しており、市場が縮小した。２０１４年はほとんどの業態が苦

戦しているが、すきやき・しゃぶしゃぶは上位チェーンの出店攻勢や食べ放題サービスにより好調である。 

＜東洋料理＞ 

２０１３年は、焼肉料理がテーブルオーダーバイキングの導入店舗の好調により拡大したが、韓国料理とホ

ルモン料理がブーム終焉により大幅に縮小したため、前年比０．４％減の１兆２，７７３億円となった。２０１４年

は、焼肉料理や高級中華料理が好調であるものの、東洋料理全体では苦戦が続くとみられる。 

＜エスニック料理＞ 

２０１３年は、参入チェーンがこれまで以上に新規出店を抑制し、不採算店舗の閉鎖を進める動きが強まっ

たことから、市場は縮小した。２０１４年は、東南アジア料理では上位チェーンに出店攻勢の動きがみられるが、

インド料理とメキシコ料理の大幅な落ち込みにより、前年比５．２％減の９５５億円が見込まれる。 

＜給食＞ 

２０１３年は、有料老人ホームをはじめとした高齢者福祉施設の市場拡大がみられたほか、待機児童ゼロを

目指す政策による保育所施設の増加から幼稚園・保育所給食が微増となった。２０１４年は、それら２業態の

好調により、他の業態の縮小をカバーし、前年比０．２％増の３兆８，７４６億円が見込まれる。 

＜宿泊宴会場＞ 

２０１３年は、ホテルがビジネスホテルを中心に好調だったものの、２０１２年に震災の反動で拡大した結婚式

場・宴会場が落ち込み、前年比０．６％減の３兆７，７８０億円となった。２０１４年は、ホテルは外資系企業の活

性化や訪日外国人の増加により拡大が期待されるが、結婚式場・宴会場や旅館は縮小するとみられる。 

 

＜注目市場＞ 

●コーヒーショップ  

 ２０１３年 前年比 ２０１４年見込 前年比 

低価格型 ９３６億円 ９９．９％ ９３９億円  １００．３％ 

高価格型 ２，６０４億円 １０５．９％ ２，７２７億円  １０４．７％ 

合計 ３，５４０億円 １０４．２％ ３，６６６億円  １０３．６％ 

                    ＊低価格型は客単価４００円未満、高価格型は客単価４００円以上とした。 

コーヒーを主要メニューとして展開するセルフサービス型の喫茶業態を対象とする。２０１３年の市場は前年

比４．２％増の３，５４０億円となった。低価格型は上位チェーンの多くが伸び悩み前年比０．１％の縮小となっ

たものの、高価格型は上位チェーンによる首都圏の大型商業施設や高速道路ＳＡなどへの出店により前年比

５．９％増と好調であった。 

２０１４年も、高価格型の大幅な出店増加により市場を拡大するとみられ、前年比３．６％増の３，６６６億円

が見込まれる。今後は、高付加価値メニューの投入などで差別化を図りやすい高価格型チェーンが好調を維

持し、低価格型チェーンが伸び悩む構図が続くとみられる。 

コーヒーショップを取り巻く動きとしては、主に屋内での飲用が想定されるＣＶＳカウンターコーヒーや市販用

簡易抽出型レギュラーコーヒーの拡大が目立つ。加えて、駐車場を有して郊外ロードサイドを中心にフルサー

ビスを展開するロードサイド型喫茶店・コーヒー専門店が団塊世代を主要ターゲットとして急速に成長している。

今後は、コーヒーショップとそれらの業態との競合激化が予想される。 

 

●ワイン酒場  

２０１３年 前年比 ２０１４年見込 前年比 

１，４５３億円  １０７．６％ １，５４５億円 １０６．３％  

ワイン酒場は、ワインが主体のアルコール類や、西洋料理を中心としたフードメニューを揃える業態を対象と

する。日常におけるワイン飲用頻度の拡大や手頃なメニュー価格が受け入れられ、一時期のブームから定着

を果たし、市場は拡大を続けている。 

２０１３年は、多店舗化を進める上位チェーンが好調であったのに加え、個人店舗による新規参入も多くみら

れたため、二桁伸長した前年の勢いはやや収まったものの、前年比７．６％増の１，４５３億円に拡大した。２０

１４年は、上位チェーンの店舗増加による需要の取り込みが続いており、前年比６．３％増の１，５４５億円が見
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込まれる。今後も市場拡大が期待されるが、店舗の増加により競合が激化しており、メニューや品質による差

別化が必要となっている。 

 

●すきやき・しゃぶしゃぶ  

２０１３年 前年比 ２０１４年見込 前年比 

１，０６８億円 １０２．７％ １，１０７億円 １０３．７％ 

低脂肪かつ低カロリーで、湯通しすることで野菜も多く摂取できるため、近年人気を博しており、女性層を取

り込んでいる。２０１３年の市場は、食べ放題サービスを展開する上位チェーンが好調で、前年比２．７％増の１，

０６８億円となった。２０１４年は、一部の上位チェーンでは積極的な出店により前年比１０％以上の伸長が期

待されるなど、全体的に好調を維持しており、前年比３．７％増の１，１０７億円が見込まれる。 

食べ放題サービスを導入している上位チェーンの成長にけん引され、当面市場は拡大するとみられる。ただ

し、ステーキやハンバーグに食べ放題のサラダバーを組み込んだステーキ・ハンバーグＦＲ、テーブルオーダー

バイキングサービスを実施している焼肉料理、またしゃぶしゃぶ食べ放題サービスを実施している和風ＦＲなど

との、特に郊外ロードサイドでの競合激化が懸念される。 

 

＜調査対象＞ 

ファミリーレストラン 
標準型ＦＲ、高価格型ＦＲ、低価格型ＦＲ、和風ＦＲ、イタリアＦＲ、中華ＦＲ、 

ステーキ・ハンバーグＦＲ、チャンポンＦＲ、バイキングレストラン 

喫茶 

コーヒーショップ、低価格型コーヒーショップ、高価格型コーヒーショップ 、 

喫茶店・コーヒー専門店、ロードサイド型喫茶店・コーヒー専門店、紅茶専門店、 

フルーツパーラー、ベーカリーカフェ、甘味処、ジューススタンド 

西洋料理 

フランス料理、イタリア料理、高級イタリア料理、パスタレストラン、アメリカ料理、 

ドイツ料理、スペイン料理、ステーキ・ハンバーグレストラン、シーフードレストラン、 

オイスターバー、オムレツ・オムライスレストラン、ワイン酒場 

日本料理 

そば・うどん、そば居酒屋、すし、うなぎ、てんぷら、とんかつ、すきやき・しゃぶしゃぶ、

料亭・割烹、豆腐料理、低価格ふぐ料理、かに料理、ちゃんこ料理、もつ鍋、お好み焼

き 

東洋料理 韓国料理、焼肉料理、ホルモン料理、高級中華料理、一般中華料理、点心料理 

エスニック料理 メキシコ料理、インド料理、東南アジア料理 

給食 
産業給食、学校給食、病院給食、高齢者福祉施設給食、有料老人ホーム給食、 

幼稚園・保育所給食、学生食堂 

宿泊宴会場 ホテル、ビジネスホテル、結婚式場・宴会場、旅館、民宿・ペンション 

＜調査方法＞ 

富士経済専門調査員による参入企業及び関連企業・団体などへのヒアリング及び関連文献調査、社内データ

ベースを併用 

 

＜調査期間＞ 

２０１４年５～７月 

以上 

資料タイトル ： 「外食産業マーケティング便覧２０１４ Ｎｏ．２」 

体    裁 ： Ａ４判 ２９３頁 

価    格 ： 書籍版 ９０，０００円＋税 

 ＰＤＦ／データ版 １００，０００円＋税 

 書籍版・ＰＤＦ／データ版セット １１０，０００円＋税 

調査・編集 ： 株式会社富士経済 東京マーケティング本部 第一統括部 第一部 
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